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資料

母親の就労が高校生の子どもへの養育行動に及ぼす影響

母親と子どもの「好感感情」ど父親どの協力関係一

平田 裕美*

百leInfluences on Parenting Behavior of Employed Mothers of High School Students: 

百四 PositiveEmotion between Mothers and Children， 

and the Sense of Partnership with Their Fathers 

Hiromi HIRATA * 

百1epurpose of this study was to examine differences in parenting behaviors between employed and non-em-

ployed mothers， and to investigate the factors affecting the parenting behaviors in both groups. A questionnaire 

survey was conducted to 1，049 high school students and their parents and a total of 268 child-mother pairs were 

included in the analysis.百1eresults showed no significant difl:erence in perceived parenting behavior between 

mothers of different working status. In addition， although non-employed mothers placed more weight on house-

keeping matters than employed mothers (t(195)=9.01， p<.OI)， no significant differences were observed in chil-

dren's evaluation toward mother's parenting behaviors， their positive emotion toward their mother， and the part 

nership between parents. These results indicated no evidence to support the mother's working status to influence 

their parenting behaviors. Multiple regression analyses were conducted to determine influencing factors for parent 

ing. From the analyses， positive emotion toward their children child-perceived mother's communication behavior， 

good partnership and cooperation with husband are found to be influence working mother's communication be 

haviors (pく 01).In comparison， communication behavior of non-working mothers was associated with positive 

emotion toward children， child-perceived mother's disciplinary behavior and mother's cooperation with husband 

(p<.01~p<.05). For discipline behaviors， positive emotion toward children， child-perceived mother's disciplin 

ary behavior and mother's cooperation with husband were associated for employed mothers whereas only the latter 

two variables influenced disciplinary beha¥叩 rof non-employed mothers (p<.OI， p<.05).百1eseresults indicated 

that， rぼegar吋dles鉛softheir wo町rkings坑ta抗tllS丸， cooperation with hllsband i凶spa訂rticll凶la似r匂essentia叫1for a bet仕terparenting by 

mo飢thers.011 the ot出he釘rha引n吋d，non-employed mot凶her凶SWl比tha lack of afl:ection toward their children had a lack of 

disciplinary behavior in teaching their children abollt morals and social rules. 
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目 的

出産，育児にかかわらず，就労を継続する「働く

母親」というライフスタイルを選択する女性につい

ての見解が散見される(例えば Bianchi& Milkie， 

2010)。付随して，母親の家事に費やす時間は減少

し，家事にかかわる父親は緩やかではあるが増加し

ネ女子栄養大学

たとの報告も見受けられる (Coltrane，1996;厚生労

働省， 2005)。 しかし，就労ど家庭における役割遂

行をバランスの観点から見ると，子どもをもっ共働

き夫婦を対象どした調査では，仕事が重要な局面に

ある場合，父親が家庭に割く時閣を減らすことに対

し，母親は直面している以外の仕事量を減らし，他

者のサポー 卜により家庭に時間を費やす工夫を して
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いる(小堀， 2010)，父親の長時間勤務や残業が多

い状況と母親の仕事と家庭との両立には関連がない

(Dilworth， 2004; Fagan & Press， 2008)など，母親の家

庭における役割遂行には，さして大きな変化が起き

たとは安易に考えられない。母親が就労をもっ背景

には，家事，子どもの養育に加え，家計を維持する

ための稼Y手としての役割jを担おう，担わなければ

ならないなどの考えもあるだろうが，多重役割の観

点では，就労と家庭において，どちらを優先させる

かについての葛藤，双方を担うことによる現実的な

負担が就労をもっ母親には確認されている(平田，

2003;加藤・金井， 2006)。この視点を読み解いてい

くと，家庭における母親の役割を強調するあまり，

子どもの問題行動，不適応，精神疾患ど関連して，

母親を責める Imother-blamingJ，さらに他者から

の非難だけではなし母親自身が自らを責める

I self-blamingJ傾 向が指摘されて いる(Jackson& 

Mannix， 2004)。母親どして，職業人どして， 完壁に

役割をこなそうとする志向が強いほど，手を抜けな

い母親に関する理解(長谷川， 2010)からも，自ら

が働くことにより，子どもや配偶者である父親に不

倒な思いをさせたくないなど，母親は自責の念に陥

りやすいことが祭せられ，結果として，働くことに

より，自らの家事，養育に否定的イメージをもちや

すいことが考えられる。 しかしながら，母親が考え

る働くことによる否定的イメージど，養育への子ど

もの認識とを関連させて述べられた見解は少ない。

母親の就労率は上昇し続けている現状から，母親の

就労の有無ど子どもの母親への評価liや関係性におい

て，実際に関連があるのかどうかを， まず検証する

必要があるど思われる。

ここで，親の養育と子どもとの関係性についてだ

が， Hinde (1979)は，個人の関係性どは，親しい相

互行為が蓄積されること により， 互いにかかわる文

脈が形成されるど説明し，親ど子どもの関係性に言

及している。Weingarten(1991)も親ど子どもの新密

性に着目し，互いにかかわる内容そのものではな

し 実際に親ど子どもがかかわる，その意味そ共有

するプロセスに参加する意識により親密性がもたれ

ていくと示している。親が子どもに親しみをもっ経

験についての調査 (Oliphant& Kuczynski， 2011)，子

どもと共通の趣味や一緒に過ごす時閣をもつなどの

親の親和行動と子どもへの親しみや関係性に注目し

た調査 (Harach& Kuczynski， 2005)では，親は子ども

どかかわることにより，親としての責任を担う行動

を示す，親どして子どもをもつことの意味を知るこ

とが明らかにされている。さらに，子どもとの積極

的な相互のやり取りから，親は情動の重要性を体験

するなどの報告 (Marshall& Lambert， 2006)からも，

父親，母親は子どもに実際にかかわるこどにより ，

子どもへの愛情をもち，養育の役割遂行に取り組も

うとするのではないかと考えられる。一方，子ども

側の視点に立っと ，親の養育における暖かさや積極

的にかかわる姿勢ど子どもの良好な行動や情動の表

出どの関連(例えば， Laible & Thompson， 2007) よ

り，親ど子どもの相互の関係性を構築・維持するに

は， まず，親も子どもも互いにかかわることが重要

である。 しかしながら，近年，子どもの意向に沿う

ような形でのみかかわる，社会のjレーノレなど家庭で

のしつけをする親どしてではなく，友達のような関

係で子どもに按しようとする青年期の子どもの親の

姿勢に響鑓が鳴らされている。このよ うな親の養育

行動に見られる共通点は，子 どもに嫌われてまで

も，社会のJレーlレを教える必要があるのか，あるい

は，嫌われているようなので注意できないなど，い

ずれも子どもに社会のlレールを教えるこどを避けよ

うとする親の姿である(平田， 2005)。親としての

姿勢は，アイデンティティ確立の過渡にある青年期

の子どもの精神的健康に影轡する (Seibel& )ohnson， 

2001)などの説明からも，本稿においても，心理的

離乳を課題とし反省的思考とともに，親への評価も

厳しくなる青年期の子どもへの養育行動どその親ど

の関係性に注目する必要はあるだろう 。

そこで，就労そもつ母親の増加が報告される現状

況において，母親が就労をもつことにより， 子ども

は母親の養育について，これまでの先行研究におい

て予測されているほど¥否定的，消極的な受けどめ

をしているのかどうかを，前述の親と子どもの関係

性や親密性に関する見解より，親ど子どもの双方の

好感感情に着目し，親どの関係を調整する過渡にあ

る青年期中期の高校生どその母親を対象に，母親の

就労の有無と高校生の子どもの養育行動，関係性ど

の関連について検討する。また，母親の養育行動に

影響する要因どしては， これまでの就労ど家庭どの

バランスの観点から，配偶者である父親どの協力，

母親の就労時間， 家庭への心理的配分として，家庭
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への比重に着目し，母親の養育行動をより促進させ

る環境整備の立場からの分析を進める。

仮説 1:母親の就労の有無が，子どもの母親への

好感感情や養育行動に影響する。

仮説 2:母親の養育行動には，母親自身の子ども

への好感感情， 子 どもの国親への好感感

情や養育行動についての認識，配偶者で

ある父親どの協力関係が影響する。

方法

調査協力者

東京都内の私立高校に通う生徒 1，049名どその保

諮者 (2003年 7月)。

手続き

配布 ・巨l収は，協力を依頼した高校の担任が HR

で父親 ・母親 ・子 ども用質問用紙を Iセットにした

ものと 3枚一組の番号の印字 された封筒を生徒に配

布し，父親用，母親用は生徒が自宅に持ち帰り 一週

間後に回収した。子 ども用質問紙は，HR時に教室

で実施する場合とそのまま自宅に持ち帰り，父親

)=1乳母親用質問紙と同じように回収を行う場合の二

通りに分け，どちらを選択するのかについては担任

教師の意向に従った。 また， ~却に関する質問の仕方

は学校側ど話し合い1) 一人親家庭の場合は，生徒

の意思を第一に，提出についても担任教師の配慮に

一任した。HR時に教室で行う場合は，回答後，生

徒自身が自分で封をし，その場で回収する方法を

とってもらった。保護者には，質問紙どは別に調査

の依頼文をつけ，回答後はなるべく自身で封をし，

子どもを通して学校に提出してもらえるよ うにお願

いをした九 担任教師には， 事前に番号で父親，母

親， 子どもセットでの収集に関する説明と， 子 ども

同土で封筒を取り償えたりしないように，また，封

筒をなくした場合は，余分の封筒を渡すことで補う

指示をしてもらった。父親 ・母親 ・子 どもの回収数

は，保護者 596名 (28.4%)，子どもは 332::g，(31.6 %) 

であった。 この時点で，本稿では，母親の就労の有

無に注目 した母親の養育行動に焦点を当てるため，

父親の回答， 一人親家庭の回答の解析は別の機会に

譲 ることどした')。 さらに，各尺度項目 に， 一つで

も欠損値があるものは除外した九 結果，母親 268::g， 

が分析対象どされた(年齢 M=47.8，SD= 10.03)。

うち，仕事をもっ母親5)は 160名(男子 57名，女子

103名)，専業主婦の母親6)は 108名であった(男子:

40名，女子・68名)。

1) 父親，母親については，さまざまな家庭状況から，現在，父親がいない場合，その代わりを担ってくれている

養育者を対象どして答えるという意味で，父親には 「父親に準じる人J，母親には「母親に準じる人」という文

章を付け加えることが調査協力校より提案され，筆者は，これを理解し，この点に関する生徒からの質問には，

担任教員に一任することを承諾した。

羽倫理的配慮について，この調査における協力者には，保護者への依頼文に本研究を行う目的を明記し，いずれ

の質問用紙の表紙にも，その意思に基づいて参加の中断，あるいは拒否ができること，それにより調査協力者

の不利益にならないことについての説明を記載した。さらに回答されたデータ情報の秘密保持の厳守を記載し，

質問用紙の表紙にデータ結果の公開に同意の意思がない場合はX，ある場合はOの記載をする欄を設け，同意

に関する意思の表示の記載のお願いをした。調査実施後に，調査協力校にて，日程を取り決め，本調査に関す

る質問を受け付けることを担任教員に板書しても らっ た。調査終了後， 学校側よ り，保護者からの質問の申し

出はなかったことが報告された。

3) 保設者用質問用紙では， J級種，通勤H寺閥を含めた就労時間， 家庭への比重 (1ここ半年間， 家庭ど仕事そた して

100%とすると， 家庭に対しては何%の力そそそ いでいらっ しゃい ますか。例えば， 家庭に対して 135%Jのよ

うにお答えください。家庭に対して.%J)，父親，母親共通の項目として，養育行動， 子どもへの好感感情，

配偶者である父親/母親どの子育における協力についての考え，フェイスシート (住居形態，対象どなる子ど

もの性別，学生!三，家族構成，年齢)を尋ねた。子ども用質問用紙は，父親(父親に準じる人)，母親 (母親に準

じる人)の養育行動，父親(父親に準じる人)，母親(母親に準じる人)への好感感情，フェイスシート(学年，

性別)から構成された。子どもとの関係については，父親，母親であるかどうかの雌認のために尋ねたが，配

布された子どもど親どの血縁関係は尋ねていない。

<)フェイスシートにおける通勤時間を含めた就労時間， J服種， 家庭への比重については，該当の項目のみ除外し

た。rnw業，通勤時聞を含めた就労時間の記入はあるが， 家族への関与の記入がないもの， 専業主婦と回答 して

いる が，家庭への比重の記入がないものは除外した。

5) 母 ~J~の就労状況は，事務系 35，技術系 1 1，サービス系 39 ， 自営業(他|人) 29，専門職(教峨 ・医療関係)13， 

管理職(企業)2，その他 31であった。通勤時間を含む就労時間は， 家庭から離れる時間を問題どしているた

め，パート， 正社員などの雇用形態は尋ねていなし、。
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Table 1 Demographic Characteristics of the Study 

Sample (N=268) 

Variable 

.Race 

japanese 

.Employed 

Occupation category 

Official 

Technical 

Sales 

Self-supporting (independent) 

Professional (teaching， Medical) 

Managerial 

Others 

.Non-Employed 

Mothers 

11 

268 

160 

35 1 

II 185 

39 I 

29 

13 

2 

31 

108 

Note: living with partner， 11=236， age: ̂イ=47.8，SD= 10.03 

調査内容

母親が申告する養育行動，子どもからとらえた母

親の養育行動については，平田 (2005) による ， ま~\!ど

子どものコミュニケーションを担う行動を意味する

会話/表現行動ど，社会のJレーノレそ教える行動を意

味する管理/成熟への要求行部jから成立する 「親の

養育行動尺度」を，母親の養育行動に影響する要因

については. 1家族の中の問題(子どもの教育やし

つけを含めて)については夫婦で考える」などの項

目からなる「配偶者どの養育協力尺度」を用いた。

母親の子どもへの好感感情，子どもの母親への好感

感情は，予備調査として，パーソナリティ認知に用

いられやすい特性形容詞(井上 ・小林. 1985) の例

を参考に挙げ. 1あなたのお父さま/お母さま/お

子ざ まは，あなたにとって，一一一一一な存在であ

る」という，下線部に当てはまる形容詞の記入を求

めた。結果. 1好きなJ1頼もしいJ1信頼できるJ

「頑張っているJ1協力的なJ1気難 しい」が採用さ

れた。これらの形容詞 6項目に，母親には「わたし

にとって，子どもは な存在である」 ど， 子

どもには「わたしにとって，お父さんは/お母さん

は一一一一ーな存在である」どいうように，他尺度ど

問機に 「かなりそう思う / した」から 「全く そう思

わない/ していない」の 6件法で尋ねた。

~;土
11;口 果

母親が申告する養育行動，子どもからとらえた母

親の養育行動について，因子分析(主因子法 • pro-

max回転)を施した結果，原著ど同様に 「会話/表

現行動」ど「管理/成熟への要求行動」の 2因子が

抽出された。信頼性係数 Chronbachのα係数を算出

したところ，母親はα=.84.α=.80. 子ど もから見

た周期1は日=.94.α=.83であった。養育における配

偶者どの協力 (1配偶者である父親どの協力」ど示

す)についても，同じように因子分析(主因子法)

を施したところ. 1因子性が確認された (α=.91)。

さらに，母親の子どもへの好感感'情，子 どもの母親

への好感感情に閲する因子分析(主因子法)の結

果.1気難しい」どいう項目のみ負荷量が低いため

除外した。再度因子分析を行うど，それぞれに固有

値が急激に下がる状況が見られ(母親:第 1・2.76.

第 2;0.78. 第 3;0.55. 子ども :第 1:3.70.第 2;0.48. 

第 3;0.33). 項目負荷量より .1 因子性が高いと判

断した(母親α=.80. 子ども α=.91)。親と 子 ども

の双方への好感感情そ示している内容そ鑑み，親ど

子どもの好感感情尺度ど命名した (Table2)。各尺度

の信頼性係数は. Chronbachのα係数で. .80~.94 

ど満足のいく値が示された。

1. 母親の就労の有無による影響

母親の申告する会話/表現行動 (1母会話行動」

ど示す).母親の申告する管理/成熟への要求行動

Table 2 Principal Component Analysis (Positive 

Emotion) 

: MOlher COJ11J11l1nalily: Child COJ11J11l1nalily 

Reliable 73 53 86 73 

Trllsling 69 48 85 72 

Cooperative 67 45 79 65 
Persevering 63 39 72 53 
Likablc 59 35 .86 76 

Contribution (%) 59.84 74.43 

α= 80 91 

Note: My mother/My children means fOl日1e

6) 就労は imu.通勤時間を含めた就労11寺間も i!!!U ど回答している母親は， 専業主婦と判断したが， 専業主婦と
回答しながら，通勤時間を含めた就労H寺間を尋ねる項目に時間を記入 しているものが見られた (M=0.13，SD= 

0.46. R=0-2l. 内職等を指しているのか，家事労働を指しているのか判別はつかない。だが， 専業主婦と答えて
いるため，今回は専業主婦として分析に加えた。
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Table 3 Means， Standard Deviations and Statistical Analysis 

Employed mothers Non-employed mothel 

Variable 
M S.D N M S.D N 

1. Mother: positive emotion 4.83 0.71 160 4.90 0.61 108 n.s 

2. Mother: communication 4.56 0.58 160 4.60 0.56 108 n.S 

3. Mother: control 4.72 0.58 160 4.74 0.62 108 n.s 

4. Child: positive emotion 4.79 1.02 160 4.81 1.01 108 n.s 

5. Child: communication 4.23 1.19 160 4.21 1.16 108 n.S 

6. Child: control 4.28 0.96 160 4.47 0.99 108 n.s. 

7. Mother: cooperative parenting with husband 4.42 0.86 160 4.57 0.00 108 n.s. 

8. Working time 6.51 2.45 160 0.15 0.85 15 n.s 

9. Weight to family (%) 62.41 16.78 159 88.07 15.67 41 ** 

** p<.OI 

Note: Significant di仔erencesbetween employed mothers and non employed mothers 

1. Mother: positive emotion : Mothers report on positive relationship toward her child 

2. Mother: communication: Mothers report on her nurturance and communication behavior toward her child. 

3. Mother: control: Mothers report on her control and maturity demanding behavior toward her child 

4. Child: positive emotion: Children report on positive image toward thier mothers 

5. Child: communication: Children report on mothers nurturance and communication behavior. 

6. Child: control: Children report on mothers control and maturity demanding behavior. 

7. Mother: cooperative parenting with husband: Mothers report on sense of cooperative parenting with her husband 

8. Working time: Mothers report on her working and commuting time. 

9. Weight to family (%): Mothers report on her given more weight on household 

(σ「母管理/成喜努熟干友!行動」 ど示す)λ，子どもカか3 らどらえ

た母籾の会話話i/表現行動 (σ「子→母会話

す)λ，子どど、もカか3らどらえた母親の管理/成;熟日処iへの要

求行z弱動す拘~ (σ「子→母管理/成?烈熟昇烈l行動」と示す)λ，母親

の子とど-もへの好感感情，子どもの母親への好感感

情，母親が申告する配偶者である父親どの協力，家

庭への比重に，子どもの性別における差異，そし

て，母親の就労の有無を考慮した t検定を実施し

た。子どもの性別による有意な差はどの変数に も見

いだされなかった (n.s.)。そこで，母親の就労の有

無については，男女込みの子どもデータを用いて検

討 した。Table3に示されたように，家庭への比重

のみ有意、であった (t(195)=9.01，p<訓)。

2. 母親の養育行動への影響

働く母親と専業主婦である母親の養育行動への影

響を検討するため，働 く母親ど専業主婦の母親の各

変数閣の相闘を示す (Table4， Table 5)。働く母親に

ついては，就労時間とそれぞれの養育行動との関連

を除いて， 1=1:1程度から，やや強い正の相闘が見いだ

された。専業主婦の母親では，それぞれの養育行動

ど子どもからとらえた母親のそれぞれの養育行動に

おいて，中程度の正の相聞が見られた。だが，働 く

母親ほどの有意な値は見いだされなかった。これら

の相関を参!1夜に，働く母会話行動，働く母管理/成

熟行動，専業主婦会話行動，専業主婦管理/成熟行

動を従属変数とし，最初に感情の要因として，母親

の子どもへの好感感情，子どもの母親への好感感

情，次に，子どもからとらえた養育行動の要因とし

て， 子→母会話行動，子→母管理/成熟行動，最

後に配偶者である父親どの協力，母親の時間配分と

しての就労時間，家庭への比重を投入する階層的重

回帰分析を施した。Cohen& Cohen (1983)による原

因ど思われる変数を先に投入する指摘に従い，感情

の要因と従属変数との関係を確認した後，この盟国

の影響を統制したうえで，それぞれの変数を順次段

入する ことにより， どの程度の有意な関係なのかを

確認した。ただし，有意な説明カが見られなかった

場合は，各ステップの段階にて除外 した (Table6)。

結果，働く母会話行動には，母親の子どもを頼もし

い存在ど思う好感感情，子どもからとらえた母親の

会話行動，配偶者である父親どの協力が，働く 母親

の子どもの相談にのるなどのコミュニケーションを

とる行動に影響していた(いずれも p<訓)。 しか

し， 子どもからとらえた母管理/成熟行動の影響は

見られなかった。働く母管理/成熟行動には，母親

の子どもへの好感感情，子どもからとらえた母親の
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Variable 

Table 4 Correlations Matrix: Employed Mothers 

2 3 4 5 6 7 8 

56*水

34** 34** 

39 不 41** 82** 

30** .53** .67** .68** 

30** .38** .21 ** 21 ** .23** 

09 -.10 一.06 l3* -.13* -.09 

.28** 24** .17* 27** 21 ** .23** -46** 

1. Mother: positive emotion 

2. Mother: communication .45料

3. Mother: control .36材

4. Child: positive emotion .32** 

5. Child: commu日ication .31キ*

6. Child: control .25** 

7. Mother: cooperative parenting with husband .22** 

8. Working time -.05 

9Weight to family (%) .13 

** p<.OI， * p<.05 

Variable 

Table 5 Correlations Matrix: Non-Employed Mothers 

2 3 4 5 6 7 8 

.55** 

.22 32ネキ

.26 30** 04 

19 .28** 05 82** 

13 .27** 29** 56** .47 キ*

.41 ** .41 ** 20** .08 07 .11 
。。 01 12 01 07 03 .04 

.28 .11 06 04 10 07 14 -.39** 

1. Mother: positive emotion 

2. Mother: communication 

3. Mother: control 

4. Child: positive emotion 

5. Child: communication 

6. Child: control 

7. Mother: cooperative parenting with husband 

8. Working time 

9. Weight to family (%) 

料 Pく.01，* Pく泊

管理/成熟行動，配偶者である父親どの協力が母親

の子どもに社会のjレーJレを教えるなどの行動に影響

していた(いずれも p<.Ol)。だが，子どもからと

らえた母会話行動の影響は見られなかった。次に，

専業主婦会話行動には，母親の子どもへの好感感

情，子どもからとらえた母親の管理/成熟行動，配

偶者である父親どの協力が専業主婦の母親の子ども

の相談にのるなどのコミュニケーションをとる行動

に影響していた (p<.Ol，p<.05， p<.05)。 しかし， 子

どもからとらえた母会話行動の影響は見られなかっ

た。専業主婦管理/成熟行動には，子どもからとら

えた母管理/成熟行動，配偶者である父親どの協力

が影響していたれ、ずれも pく 05)。だが，母親の

子どもへの好感感情，子どもからとらえた母親の会

話行動による影響は見られなかった。また，働く母

親，専業主婦の母親の双方の養育行動において，子

どもからとらえた母親への好感感情，母親の就労時

間，家庭への比重による有意な説明力は認められな

カヨった。

考察

本研究では，母親と高校生の子どもを対象に，ま

ず，母親の就労の有無により養育行動や子どもの認

識に影響があるのかどうかを確認し，そのうえで，

母親の養育行動への影響どして予測される変数を順

次投入するこどにより，その影響の最終ステッフ。に

おける貢献度を検討した。

1. 母親の就労の有無による影響

母親の就労の有無による影響では，働く母親より

も専業主婦の母親のほうが家庭に比重を置いていた

が，それ以外の変数に有意な差は認められなかっ

た。仮説 1I母親の就労の有無が，子どもの母親へ

の好感感情や養青行動に影響する」は棄却された。

仕事をもつことにより，家庭に比重をかけられない

と母親が考えていても，先行研究で指摘されてい

た， I子どもに不作品な思いをさせているのではない

か」という母親による 「自 らの養育への否定的イ

メージ」を実証する結果は，本稿では見いだされな

かった。働いているという理由があろうとも， 子ど
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Table 6 Multiple Regression Analysis: Employed Mothers and Non-Employed Mothers 

Employed mother Non-Employed mother 
Variabl巴

Communication Control Communication Control 

Mother: positive emotion 

Child: communication 

Child: control 

Mother: cooperative parenting with husband 

R' (adjusted) 

F 

持 p<.05，** p<.OI 

39ネ*

22** 

19 

18** 

35 (.33) 

26.61 ** 

もへの養育に「手を抜かないJr手を抜けられない」

母親の考えが示されたとも思われる。だが，配偶者

である父親どの協力にも有意な差が見られなかった

ことから，働く母親の家庭における養育には，就労

をもっ，もたないは関係なく，むしろ，家庭におけ

る役割を予測以上に遂行しようとする母親の姿があ

るど言えるだろう。

2. 母親の養育行動への影響

私の子どもは「頼もしいJr信頼できる」という

子どもへの好感感情，母親は(私ど)コミュニケー

ションをどってくれているという子どもからとらえ

た母親の会話行動，配偶者で、ある父親どの協力が，

働く母親の子どもどコミュニケーションをどる行動

に影響していた。また「私が悪いことをしたとき，

注意し，厳しく叱る」という社会のJレールを教えて

くれている母親であるどいう子どもの認識，母親の

子 どもへの好感感情，配偶者である父親どの協力

は，働く母親の子どもをしつける行動に大3く影響

していた。子どもを頼もしいと思う好感感情，母親

の養育行動についての子どもの認識が，働く母親の

子どもどコミュニケーションをどる，子どもそしつ

ける行動に反映され，子どもへのかかわりを促進す

る要因の一機能していることが明らかにされた。子

どもに嫌われたくないため注意しないという親の姿

に笹鐘が鳴らされている状況に， 子どもをしつける

原動力をもっ，責任をもっ，ど いう意味合いから，

この結果は注目する価値がある。一方，専業主婦の

母親では，母親の子どもへの好感感情，配偶者であ

る父親どの協力，母親は社会のjレーノレを教えてくれ

ているどいう子どもの認識が， 専業主婦の母親の子

どもどコミュニケーションをとる養育行動に影響し

ていたが，専業主婦の母親の子どもをしつける行動

27** 42** 13 

.28 15 05 

42** 19* 23* 

21 ** 21* 20* 

42 (.41) 35 (.34) 10 (.09) 

36.29*ホ 19.41 *キ 6.09ネ*

には，母親の子どもへの好感感情の影響は見られ

ず，子どもからとらえたしつける行動ど，配偶者で

ある父親どの協力が影響していた。結果より，専業

主婦の母親が子どもに，頼も しい， 信頼できるなど

の好感感情を上手くもてない場合は，子どもをしつ

ける行動を起こしにくいということが理解された。

さらに，母親はコミュニケーションをとっていると

考えていても，子どもは社会のlレーノレを教えるなど

のしつける行動ど受け止めていることから，専業主

婦の母親ど子どもの距離(感覚)の取り方，双方の

受けとめ方の釧しさがうかがえた。働く母親よりも

専業主婦の母親のほうが，在宅時間が長いが，家庭

外における交友可能な対人関係のl憶がかぎられてい

ることより，専業主婦の母親については， r風通し

の良い家庭環境」の視点からの見直しが必要であろ

う。親宏一人の人間として，冷静に見つめだす青年

期特有の発達段階を考えると，親と子どもの精神

的，物理的な距自H(感覚)，親の交友範囲を考慮し

た解析が待たれる。そして，子どもの国親への好感

感情，母親の就労時間，母親の家庭への比重は予測

に反して関連なく，働く母親，専業主婦の母親，両

者の養育行動には，共通して 「家族の中の問題(子

どもの教育やしつけを含めて)については夫婦で考

える」など，すなわち配偶者である父親ど二人三脚

で子どもを育てているどいう考えが母親の養育行動

の重要な促進要因どして機能していることが認めら

れた。他方，子どもの母親への好感感情による影響

が見られなかったことについては，先行研究の筑|見

どは異なる結果ではあるが，子どもが自分をどのよ

うに受け止めよ うとも，子どもを育てる母親の考え

には変化がないことが示されたと思われる。母親の

就労時間の長短，家庭への心理的な配分にも関連が
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なかったことからも，家庭本来の養育機能を健全な

ものにするには配偶者である父親どの協力関係が，

何よりも必要不可欠であることが本稿でも確認され

たと言えよう。よって，仮説 2I母籾の養育行動に

は，母親自身の子どもへの好感感情， 子どもの母親

への好感感情や養育行動についての認識，配偶者で

ある父親どの協力関係が影響する」は，母親自身の

子どもへの好感感情，子どもの母親への一養育行動の

認識，配偶者である父親との協力関係は影響してい

たが， 子どもの母親への好感感情によ る影響などは

認められなかったため，一部採択とされた。

働く母親の考える，養育における否定的イメージ

を実証する子どもの認識は認められなかったが，本

稿より，働く母親の状況には，母親が I~I ら課してい

る養育の役割など¥いくつかの課題が提議された。

今後は，親どしての役割，交友範囲に配慮した対

人関係を含めた個人差，子どもの発達段階に合わせ

た親どの距離(感覚)を指標に，より ミク ロな視点

からの検証そ進めていきたし、。
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